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【国内学会発表】

「男性介護者の特質および看護援助のあり方を追究するための基礎的研究」／第1回
日本地域看護学会、1998年6月、単独。

「高齢者のいる世帯への看護援助の要否の判断に関する研究」／第1回日本地域看護
学会、1998年6月、共同。

「青年期の看護・介護福祉教育を地域の中で行う方法の開発」／第1回日本地域看護
学会、1998年6月、共同。

「男性の家族介護者への看護援助のあり方に関する研究」／第2回日本地域看護学会、
1999年6月、単独。

「高齢者の健康管理のための体脂肪率の測定方法」／第59回日本公衆衛生学会、
2000年10月、共同。

「日常生活における健康問題に関連づけた体力評価基準の提案」／第59回日本公衆
衛生学会、2000年10月、共同。

「高齢者の体力と生活習慣病との関係」／第59回日本公衆衛生学会、2000年10月、
共同。

「中山間地域における家族介護者の病気対応行動の実態」／第32回日本看護学会―
老人看護、2001年10月、共同。

「中山間地域における在宅要介護老人の突発的な医療受診の支援」／第32回日本看
護学会―老人看護、2001年10月、共同。

「イギリスの看護教育と地域看護職 ―プロジェクト2000以降の取り組み―」／第65
回日本公衆衛生学会、2006年10月、共同。

「LiverpoolにおけるHealth Visitorの地域看護活動」／第65回日本公衆衛生学会、
2006年10月、共同。

「リバプールにおける地域看護の現状からみたわが国の地域看護の課題」／第26回
日本看護科学学会、2006年12月、共同。

「発達障がい児への支援―生活能力実態調査から―」／第30回日本看護科学学会、
2010年12月、共同。

【その他】

「地域公共サービスとして機能する看護援助の特質に関する研究」／「外部委託サー
ビスの利用者側のニーズから見た行政保健婦・士の役割」「行政の枠組みで働く
看護職（保健婦・士）の役割―民間委託方式の在宅福祉サービス利用者の意見調
査から―」／『科研費基礎Ｂ（2）平成10年度～11年度研究成果報告書』、2000年3月、
共著。

「高齢者の生活活動度を評価するための体力測定のあり方およびやり方」／『厚生の
指標』第48巻第4号、2001年4月、共著。

研究課題1⃝産業看護における看護援助の方法に関する研究
研究課題2⃝在宅における看護援助に関する研究
研究課題3⃝高齢者の施設内看護に関する研究

か と う  さ ゆ り

加藤　さゆり

職名

看護学部
看護学科講師

学歴

千葉大学大学院看護学研究
科博士前期課程修了（1999）

学位

修士（看護学）（千葉大学、
1999）

所属学会

日本地域看護学会、日本公
衆衛生学会、千葉看護学会、
日本看護科学学会、日本難
病看護学会、日本看護歴史
学会、日本家族看護学会

専門分野

地域看護学

「男性の家族介護者に対する看護援助の方法」、千葉大学大学院修士論文、1999年2月、単著。


